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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

原子力機器材料として用いられる鉄‐クロム系合金の経年劣化事象

として重要な熱時効脆化に関連する相分離現象とその照射影響の理解

を進めるために、イオン加速器照射実験と相分離過程を支配する拡散過

程のモデル化を軸とした研究を進めるとともに、新たな相分離検出法と

しての陽電子消滅測定法の適用性について検証する。 

 

２．総合評価 
A 

・鉄クロム合金の経年劣化現象として重要な相分離現象を解明するた

め、イオン加速器照射および陽電子消滅測定の適用性評価を実施して、

拡散過程のモデル化を行い、優れた成果が挙げられているが必ずしも相

分離現象の明確な検出に至っているわけではない。今後は、汎用性のあ

るステンレス鋼の相分離現象への展開も視野に入れ研究を進めること

を期待する。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


